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第１章 

北九州市における水際線の現状 

 

 

１．北九州市の水際線のこれまでと今 

（１）北九州市の水際線の変遷 

北九州市は、古くから貿易港として栄えてきた港湾都市です。 

かつて門司港は明治 22 年に国の特別輸出港に指定され、また、若松港は明治 37 年に国の

特別輸出入港に指定された歴史があります。そして、五市合併により北九州市が発足したの

を契機に市内各港が合併し、昭和 39 年４月に「北九州港」が誕生しました。 

本市の水際線の多くは埋め立てによって形作られており、現在その土地は、ほとんどが港

湾物流や民間企業の生産活動の場として使用されています。これは、不足する工業用地や港

湾設備を補うため、企業自らの負担により埋め立て等を行って土地を取得し、事業用地を確

保してきた経緯があるためです。 

このように、企業所有の土地が多いことも本市の水際線の特徴の一つとなっています。 

■埋立地の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■北九州市都市計画臨港地区分区指定図 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

（２）海域環境の変化 

北九州地域は、20 世紀初頭より日本の四大工業地帯の一つとして重化学工業を中心に発展

し、日本の近代化・高度経済成長の牽引役を果たしてきました。その一方で激しい公害に苦

しむこととなり、昭和 40 年頃には洞海湾は工場廃水により「死の海」と化していました。 

この状況からの脱却を図るため、市民、企業、行政が一体となった公害対策の取り組みが

進められ、大規模な汚染底質除去作業などが実施されました。その結果、平成 13 年には、閉

鎖性水域の富栄養化の指標である全窒素、全燐の環境基準を満たすまで水質が改善されまし

た。 

■昭和 45 年の洞海湾       ■現在の洞海湾 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、水質が改善した近年も、閉鎖性の高い洞海湾では、他の海域と比べるとまだ窒素

や燐の含有率が高い富栄養化状態にあり、赤潮や貧酸素水塊の発生がみられます。 

そこで、平成 15 年度から 16 年度に国土交通省九州地方整備局、北九州市港湾空港局、北

九州市環境科学研究所が共同で「ムラサキイガイを用いた環境修復技術」の実用化に向けた

実証実験を行い、水質浄化効果や堆肥化による物質循環効果があることを検証しました。 

これは、海水中のプランクトンを捕食することにより、高い水質浄化能力を発揮するとい

うムラサキイガイの特性を活かした手法です。環境修復施設からロープを垂らすとムラサキ

イガイの幼生がロープに付着して成長します。その過程で窒素や燐を吸収し、周辺の水質浄

化が行われるというものです。また、このロープはムラサキイガイを付着させたまま引き上

げ、木製チップと混ぜて発酵させることで堆肥化を行います。 

また、洞海湾は、湾口部から湾奥部までの環境の変化が大きいため、複数の環境修復手法

を組み合わせる必要があります。このため、現在、湾内に干潟の覆砂実験場や藻場実験場を

設置してモニタリング調査を行うなど、新たな環境修復手法についても検討を行っています。 

 

■環境修復施設（若松区）     ■干潟の覆砂実験場（若松区） 
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一方、本市を取り巻く広大な海域環境にも、大きな変化が生じてきました。 

環境修復手法として検討されるように、海の浄化機能はこれまで主に藻場や干潟が担って

きました。しかしながら、様々な要因により藻場や干潟自体が減少しつつあるだけでなく、

この浄化機能に対しても大きな負担が掛かっています。 

世界的な傾向としても、沿岸の藻場は、20 年後には大部分が消失する恐れがあるといわれ

ています。藻場には二酸化炭素の吸収効果もあり、藻場などの破壊を食い止めることが有力

な地球温暖化対策になるという考え方が定着してきました。 

このため本市では、海藻の植生による藻場の造成や干潟の保全活動により、生物生息環境

の創出を行い、生物多様性の保全に取り組んでいます。また、沿岸域の自然回復を図り、食

害生物の駆除に取り組むなど、積極的に人の手を加え、海域環境を維持・保全していく里海

づくりを行うことで、本市の海洋資源の総合的な保全を推進しています。 

 

■曽根干潟の底質改善対策フェンス    ■藻場調査の様子 

 

 

 

 

 

 

■食害生物ガンガゼの駆除        ■ミニストーンによる藻場創生 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

（３）区域区分別に見た水際線の現状 

北九州市は、総延長約 226km という全国でも有数の長さの水際線を有しています。 

水際線とは海と陸との境界線を指します。これに接する海域及び陸域は、港湾区域※１、臨

港地区※２、漁港区域※３、海岸保全区域※４、一般公共海岸区域※５等に分類されます。それぞ

れの管理は、海岸法により定められた管理者※６が行っています。 

このうち、港湾区域、臨港地区、漁港区域は、ものづくり産業や漁業のための区域として

位置づけられています。 

海岸保全区域は、高潮などの被害を受けやすいため、対策を講じて防護できるよう、土地

利用などに制限が設けられています。 

さらに、自然公園※７や風致地区※８が指定された地域においても、土地の形質等の変更に制

限が設けられています。 

なお、本市は、臨港地区では全国２位、港湾区域では全国で４位という大規模な港湾空間

を有しており、水際線の総延長に占める岸壁・護岸の割合が非常に高くなっています。 

 

■北九州市の水際線（平成 22 年度末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１港湾区域とは：港湾を管理運営するための必要最小限度の区域について、国土交通大臣または都道府県知事 

が港湾管理者に対して認可した水域のこと 
※２臨港地区とは：港湾の管理運営を円滑に行うため、港湾区域と一体として利用すべき陸域を、都市計画法に 

基づいて臨港地区として定めた地区、または港湾管理者が定めた地区のこと 
※３漁港区域とは：漁港漁場整備法により農林水産大臣が指定もしくは認可により市町村長が指定する漁港の区 

域のこと 
※４海岸保全区域とは：高潮や浸食等から後背地を防護すべき海岸について都道府県知事が指定する区域のこと 
※５一般公共海岸区域とは：公共海岸の区域のうち、海岸保全区域の指定を受けていない区域のこと 
※６管理者とは ：海岸法により定められ、港湾管理者、漁港管理者及び海岸管理者に分けられる  
※７自然公園とは：自然公園法により環境大臣が指定する国立公園・国定公園や都道府県知事が指定する都道府 

県立自然公園の総称で、優れた自然の風景地のこと 
※８風致地区とは：都市の風致（樹林地、水辺地などで構成された良好な自然的景観）を維持するため、都市計 

画法により都市計画で定められる地区のこと 

港湾区域内の 

水際線延長 

約 174km(77％) 

北九州市域 

総水際線延長 

約 226km(100％) 

港湾区域外の 

水際線延長 

約 52km(23％) 

民間の岸壁・護岸 約 74km(42％)

公共の岸壁・護岸 約 85km(49％)

自然海岸     約 8km(5％) 

出典：国土地理院の数値地図 25000（行政界・海岸線）（平成 19 年 10 月版）より

計測したものである。 

参考資料：北九州市港湾施設概要一覧（平成 21 年 3月 31 日現在） 

北九州港図（地理情報システムデータ）（平成 19年 10 月） 

島・その他    約 7km(4％) 

岸壁・護岸    約 9km(17％) 

自然海岸     約12km(23％)

漁港       約 4km(8％) 

島・その他    約 27km(52％)
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■水際線の現況（所有別・形態別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：この地図は、国土地理院の数値地図 25000 を使用したものである。 

 

■自然海岸        ■護岸          ■岸壁 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

（４）市民に親しまれる水際線の延長の推移 

平成 22 年度末までに市民利用を目的として整備された水際線は、延長約 17.3km となりま

した。 

整備された水際線の位置と延長、供用年次を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：この地図は、国土地理院の数値地図 25000 を使用したものである。 
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２．これまでのマスタープランについて 

（１）これまでのマスタープランの概要 

全国でも有数の長い水際線と豊かな自然を持つ北九州市の特性を活かしたまちづくりを目

指し、平成６年に、「市民に親しまれる水際線づくりマスタープラン」を策定しました。 

このプランでは、「市民利用のための水際線」の整備計画に関する目標と基本方針を定めま

した。さらに、自然条件、土地利用状況などの諸条件を考慮して整備地区を選定し、地区ご

との整備の方針を決定して、水際線づくりに取り組みました。 

平成 14 年に改訂した「海辺のマスタープラン 2010」では、「水際線」を、市民だけでなく

市外からの来訪者に対しても、街を印象づける重要な要素として位置付けて、整備推進のコ

ンセプトを「さまざまなニーズに応える多様な水際線の利用を目指して」と設定しました。 

そして、前マスタープランを踏まえて整備箇所の見直しを行いました。12 のエリアを選定

し、特に魅力があり高い市民利用のポテンシャルを持つ水際線を拠点エリア、それ以外を地

域密着型エリアと位置づけることで、メリハリのついた効率的・重点的な整備の推進や総合

的な魅力づくりを進めることとしました。 

また、様々な場面での市民参加を図り、整備への市民意見の反映や、利用にあたっての意

識向上の啓発、既存の護岸等の利用検討に取り組むなど、市民・企業との新たなパートナー

シップの構築に重点を置きながら取り組みを進めてきました。 

 

■「市民に親しまれる 

水際線づくりマスター 

プラン」の目標と構成 

 

 

 

 

 

■「海辺のマスター 

プラン 2010」の 

目標と構成 
25% 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

（２）海辺のマスタープラン 2010 の概要 

 

 

【目標１】メリハリのついた整備や利用、ＰＲ 

多くの人が訪れ魅力あふれるウォーターフロントとなるような「質の向上」を目

指し、いくつかの拠点エリアを設定し、効率的かつ重点的に整備を図るとともに、

施設の利用やＰＲを積極的に進めることとする。 

 

①拠点エリア：多くの人が訪れ、魅力あふれるウォーターフロント整備 

特に魅力度が高く、ポテンシャルを持つ水際線を拠点エリアと位置づけ、地域特

性（マリンレジャーや観光・都市アメニティなど）に着目して対象エリアを選出し

た。 

拠点エリアにおいては、エリアごとに将来の整備イメージを掲げ、既存施設から

計画段階のものまで含めて整備候補地相互の関係性を考慮しながら、総合的な水際

線整備を進める。また、ＰＲを積極的に行うとともに、エリア内の連携による魅力

づくりに努め、集客力向上を図る。 

 

②地域密着型エリア：地域住民の生活の一部となる身近なウォーターフロント整備 

拠点エリア以外の整備地区においては、地域密着型エリアとして位置づけ、後背

地などの地域特性を考慮して整備を進めるとともに、地域の人々の利用促進を図る。 

 

■｢海辺のマスタープラン 2010」計画箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

本プランの計画箇所は、「市民に親しまれる水際線づくりマスタープラン」における 

20 ㎞ 30 箇所を精査したうえで、25 ㎞ 29 箇所とした。 

（前プランからの整備除外箇所：５箇所、新規整備箇所：４箇所） 

【コンセプト】 さまざまなニーズに応える多様な水際線の利用を目指して 
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【目標２】市民参加による施設整備や利用検討 

市民に愛される水際線づくりを進めるために、様々な場面での市民参加を図る。 

①市民の意識向上のための啓発 

水際線利用を進めていくためには市民の意識向上が不可欠である。そのためにも、

水際線整備におけるさまざまな場面での市民参加を促し、その活動を通じて環境へ

の配慮や自己責任の自覚などの啓発を推進していく。 

②パブリック・インボルブメントの推進 

魅力ある水際線整備を実現し、多くの市民に愛される水際線空間づくりを進める

ために、さまざまな段階での市民参加を促進する。また、多くの市民の意見を吸い

上げるプロセスづくりを進める。 

 

■さまざまな段階での市民参加 

市民にとって利用しやすく、安全で魅力的な水際線の整備を進めるために、各エ

リアの特性に応じて、さまざまな段階での市民参加を進める。 

 

■情報の共有 

定期的な水際線に関わる懇談会、意見交換などを進め、水際線に関係する情報の

共有に努める。 

③既存の護岸等の提供（利用）検討 

特に釣りを目的とする市民から、既存の岸壁や護岸に対する開放の要請が多く寄

せられており、現に休日など多くの市民がこれら施設に立ち入り、釣り等に利用し

ているのは周知の事実である。 

しかしながら、施設を管理する者にとっては施設内での事故等に対する管理瑕疵

が危惧されるため、現在は原則立入禁止にしているのが実態である。 

中には安全性の高い施設等もあることから、今後は個別の施設に限定して管理者

と利用者が一緒に適切な施設提供（利用）のあり方を検討する。 

 

【数値目標】 市民に親しまれる水際線の延長を 25km とする 

市民に親しまれる水際線とは、「市民が日常的な生活の中で自由にかつ安全・快適

に近づくことができ、海や港が本来保有している空間としての魅力を十分に楽しむ

ことができるよう整備された水際線」を指す。 

平成６年策定の「市民に親しまれる水際線づくりマスタープラン」における水際

線整備の目標値は 20 ㎞であった。平成 13 年度に計画見直しに着手した時点で、60％

以上の整備が進捗しており、市民からの評価は高く、さらなる施設の充実が求めら

れていた。一方、当面事業化が困難な施設や新たな水際線整備計画も現れてきたこ

とから、計画箇所の見直しを行い、目標値を 25km と設定した。 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

（３）海辺のマスタープラン 2010 の取り組み内容 

「海辺のマスタープラン 2010」において設定された目標及びコンセプトに対する取り組み

内容を紹介します。 

 

【目標１】メリハリのついた整備や利用、ＰＲ  

本市の海辺の特徴を活かし、市民が気軽に港や海辺の魅力に親しめるよう、各地

で整備を進めるとともに、利用促進のためのＰＲに取り組みました。 

①拠点エリア：多くの人が訪れ、魅力あふれるウォーターフロント整備 

拠点エリアについては、その魅力やポテンシャルを活かし、効率的かつ重点的に

緑地やイベント広場などの整備、ＰＲを行い、観光拠点としての集客力の向上を図

りました。 

門司港・和布刈エリアでは、外国貿易で栄えた明治から昭和初期に建てられた建

造物を活かしながら魅力ある海辺空間の整備を重点的に進めました。その結果、門

司港レトロ地区は、本市を代表する観光地として、連日多くの人々が訪れ、にぎわ

っています。また、新門司北エリアにおいては、地域住民と協働で魅力づくりを行

った新門司海浜緑地が完成し、多くの人々に利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

②地域密着型エリア：地域住民の生活の一部となる身近なウォーターフロント整備 

地域密着型エリアにおいては、地域住民の利用促進を図る緑地や遊歩道の整備を

行い、生活に身近な水際線づくりを進めました。 

響灘北緑地や大里海岸緑地、新門司東緑地などの整備を行いました。これらの緑

地は、地域の人々の散歩や休憩などに利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コンセプト】 さまざまなニーズに応える多様な水際線の利用を目指して 

■第一船だまり

関門海峡と関門橋の景観が楽

しめる遊歩道として、市民や観

光客に利用されています。 

周辺に商業施設が集まってお

り、市の観光拠点として、観光

客や市民など様々な世代に利

用されています 

船舶公開などのイベントが開催

されるほか、通常は休憩、散歩な

どに利用されています。 

関門海峡の眺めが楽しめる遊

歩道として、地域住民の休憩や

散策、ジョギングなどに利用さ

れています。 

風力発電の風車を眺めること

ができる緑地や遊歩道が整備

され、散歩、ジョギングなどに

利用されています。 

■響灘北緑地 ■大里海岸緑地

■サンセット広場■しおかぜの路

■新門司東緑地

防風林と地域の憩いの場を兼ね

た緑地を整備しており、周辺企

業や市民による休憩や散策等に

利用されています。 
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【目標２】市民参加による施設整備や利用検討 

市民意識の向上を図るための啓発活動や、市民参加による施設整備の検討、既存

護岸の利用検討など、様々な取り組みを進めました。 

①市民の意識向上のための啓発 

■みなとや海辺の活動支援の創設 

「みなとや海辺の活動支援」は、響灘地区の風力発電事業者である株式会社エヌ

エスウインドパワーひびきの協力によって、北九州市のみなとや海辺の市民活動を

より活発にするため、平成 16 年９月に創設されました。 

この活動支援は、市民が北九州市のみなとや海辺で行う清掃などの環境美化活動

や、ワークショップなどのまちづくり活動、にぎわいづくりのイベント開催などの

諸活動に対し、その活動費の一部について助成するものです。 

平成 16 年度から 22 年度までに、26 団体 65 件に対する活動支援が行われていま

す。 

 

 

 

 

 

 

■北九州港みなとまちづくり大賞の実施 

平成 16 年度に株式会社エヌエスウインドパワーひびきの協力を得て創設された

「北九州港みなとまちづくり大賞」は、市民や企業が創意と工夫を活かした独自の

取り組みで、北九州港の魅力アップに貢献した活動を顕彰する表彰制度です。 

表彰の対象とするのは、個人や団体、企業が行う活動で、北九州港の魅力づくり

への効果や貢献度が高いものを選考会で選んでいます。具体的には、継続した環境

清掃活動などの「美しいみなとづくり」や、海辺での集客イベントや市民ワークシ

ョップを行う「にぎわいのあるみなとづくり」、物流効率化など港湾機能向上への先

進的な取り組みを行う「元気のあるみなとづくり」といった活動です。 

平成 16 年度から 21 年度までに、大賞４件、特別賞５件が表彰されました。 

 

みなとや海辺の活動発表会

曽根干潟クリーン作戦 

（北九州市立曽根東小学校） 

洞海湾の歴史展示 

（わかちく資料館） 

門司港の歴史ボランティア 

港や海辺での活動の様子 海辺の清掃活動 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

②パブリック・インボルブメントの推進 

■新門司海浜緑地ワークショップの開催（平成 14 年度～17 年度） 

新門司海浜緑地の整備に合わせ、地域住民の意見を取り入れ、魅力ある施設づく

りを行うためのワークショップを開催しました。その結果、緑地には水飲み場やレ

リーフ、案内板などの整備を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

■「市民意見を反映する水際線づくりのあり方」の検討（平成 18 年度～20 年度） 

計画から整備まで様々な段階での市民参加を通じ、市民の意見を反映する水際線

づくりの手順やあり方の検討を行いました。 

そのモデル地区として砂津地区を選定し、ワークショップなどを通じて、都心部

の水際線づくりのあり方について検討しました。 

 

 

 

 

 

 

③既存の護岸等の提供（利用）検討 

市内の岸壁等については、港湾業務を優先するとともに、安全管理上の理由から

も立入禁止としています。ところが一般利用者などが入り込み利用している姿が見

られるなど、問題が生じています。 

また、公共岸壁のうち、16埠
ふ

頭 25 箇所、約 10km が「国際航海船舶及び国際港湾

施設の保安の確保等に関する法律」の規定により、フェンスやゲートを設置して出

入管理を行い、関係者以外の立入りを制限しています。 

なお、これらの制限区域においても、花火大会や船舶公開、釣りなどのイベント

で関係団体から一般開放の要請があることから、船舶や荷役の利用、安全管理の調

整など一定条件が整った場合には、特例的な対応も行っています。 

現在、安全管理上の理由から、護岸や防波堤等についても多くを立入禁止として

いますが、安全確保のための施設整備や自己責任の明確化等を通じ、利用可能とす

る方法を施設管理の立場から検討しています。 

地蔵面海岸のイメージづくり 現地調査 具体的な計画案づくり 

計画案づくり イベントの開催 現地調査 
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【数値目標】 市民に親しまれる水際線の延長を 25km とする 

市民のニーズに対応する水際線整備として、遊歩道やイベント広場、緑地などの整備を進

めてきました。計画期間内で完成した水際線の延長は、約 5.9 ㎞で、以下に示す８箇所です。 

なお、これまでの取り組みと合わせると、市民に親しまれる水際線の延長は約 15.4km とな

っています。 

 

■「海辺のマスタープラン 2010」策定以降、平成 22 年度末までに市民利用を目的と
して整備を行った水際線の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：この地図は、国土地理院の数値地図 25000 を使用したものである。 

 

 

■拠点エリア            ■地域密着型エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整備箇所を示す番号は、P9 と対応しています。 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

（４）海辺のマスタープラン 2010 の総合評価と今後の課題 

 

 
 

【目標１】メリハリのついた整備や利用、ＰＲ 

拠点エリアについては、観光拠点としての集客力の向上を図り、また地域密着型

エリアにおいては、生活に身近な水際線づくりを進めてきました。 

このように、エリアの特色に応じた整備を進めた結果、拠点エリアと地域密着型

エリアでは利用者の住み分けがなされています。また、整備の完了した地区につい

ては、利用者が増え市民の評価も高まっています。 

今後もこれまでの成果を踏まえ、後背地の地域特性を活かした水際線づくりが求

められています。 

 

 

【目標２】市民参加による施設整備や利用検討 

市民意識の向上を図るための啓発活動や、パブリック・インボルブメントの推進

に取り組んだことにより、海岸の清掃や花植え等の環境美化活動、イベントの開催

といった自主的な活動が増えてきました。 

これらを鑑みると、総じて市民の海辺への関心が高まってきているといえます。 

今後もこのような取り組みを通じて市民活動を活性化し、海辺への関心をより一

層高めていくことが重要となっています。 

また、既存の護岸等の利用については、引き続き施設管理の立場から、安全確保

のための施設整備などを検討していくことが必要です。 

 

 

【数値目標】 市民に親しまれる水際線の延長を 25km とする 

「海辺のマスタープラン 2010」に基づき、平成 14 年度以降に整備された水際線

の延長は、約 5.9km です。 

平成６年のマスタープラン策定時から累積すると、市民に親しまれる水際線の延

長は約 15.4km となり、着実な整備を進めてきたといえます。 

しかしながら、整備予定箇所の中には、民間企業や関係機関等との調整が必要な

ところも出てきました。それらを考慮したうえで、社会情勢の変化に合わせ、整備

内容や実施時期についても、計画の見直しを行う必要があります。 

また、これまでは港湾区域内の市民利用を目的として整備した水際線のみに着目

してきました。しかしながら、市民利用が可能な水際線は、脇田地区の海釣り施設

や海水浴場、自然海岸など、港湾区域の範囲外にもあります。 

今後は、それらを念頭に置きながら、改めて市民に親しまれる水際線の定義を見

直すことが必要です。 

【コンセプト】 さまざまなニーズに応える多様な水際線の利用を目指して 
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３．市民による水際線の利用状況と評価 

海辺や港づくりに関するアンケート調査及び市政評価と市政要望調査等の結果をもとに、

市民による水際線の利用状況と評価を整理しました。 

以下に、活用したアンケート調査の実施概要と市民による評価の総括を示します。また、

次頁以降に調査結果の概要を示します。 

 

■市民アンケート調査の実施概要 

名称 
北九州市の海辺や港づくりに
関するアンケート 

市民に親しまれる水際
線づくりについてのア
ンケート 

「市政評価と市政要
望」調査 

実施年度 平成 21 年実施 平成 12 年実施 
昭和 42 年から継続して
実施 

対象 
無作為抽出：市民 2000 人 
市政モニター：150 人 
学生：161 人 

市政モニター：150 人 等間隔抽出：市民 3000 人 

実施方法 
調査票による郵送又は電子メ
ールによる調査 調査票による郵送調査 郵送調査 

※「市民に親しまれる水際線づくりについてのアンケート」及び「市政評価と市政要望」調査の結果は、 

「北九州市の海辺や港づくりに関するアンケート」調査結果の比較検証及び補足に用いました。 

（１）市民による評価の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民による水際線の利用状況 

・利用目的は、「休憩・リラックス」「イベントや食事」の順で多く、これらの目的に

おいては、世代を問わず利用されています。 

・一方、利用頻度が高いのは、「散歩やウォーキング」を目的とした利用者であり、「イ

ベントや食事」を目的とする人の利用頻度は比較的低い状況です。 

・海辺への交通手段では、約７割の人が自動車を利用しており、公共交通の利用割合

は約２割と低い状況です。特に「海水浴」や「魚釣り」の目的においては、約９割

の人が自動車を利用しています。 

・海辺を頻繁に訪れる人の割合は、およそ 10 年前と比較すると増えています。 

・観光地としての知名度や物販施設の評判が高い海辺は、広域利用者が多くみられま

す。 

 

 

 

 

 

 

【アンケートからみた今後の展開】 

・「イベントや食事」目的では、利用頻度は低いものの、世代には偏りがなく、多く

の人に利用されています。このことから、イベント等の振興に努めることで、利

用頻度の増加や、新たな利用者の増加が期待されます。また、「休憩・リラックス」

目的での利用者も多いため、その目的に沿った海辺の空間づくりにも配慮が必要

です。 

・海辺への交通手段は、自動車利用が多く、駐車場整備の要望も高くなっています。

その一方で、公共交通の利用者は約２割と少ない上、減少傾向にあります。自動

車利用者の利便性の向上や、公共交通の利用促進にも取り組み、全般的な交通ア

クセスの利便性の向上を図ることが必要です。 

・知名度や評判の高い海辺は、広域的な集客能力があるため、海辺の魅力や施設内

容・アクセス情報などの情報発信を強化することにより、利用者の増加が期待で

きます。 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケートからみた今後の展開】 

・水際線の整備について、市民からは高い評価を得ています。 

・海辺でゆっくり過ごすことができる利便施設や既存施設の改良等、ニーズに応

じた整備の推進が必要です。 

【アンケートからみた今後の展開】 

・海峡都市や海水浴・釣り、港湾部の工場群など、水際線の代表的なイメージを

活かして、戦略的に集客を図るためのイベントの開催やＰＲの強化などに取り

組むことで、さらなる利用者の増加が期待されます。 

・海辺でしたいことや現在の利用目的は、休憩や散歩が最も多く、目標となるキ

ーワードでも「憩い」や「美しい海辺や港」、「眺めを楽しむ」が上位にきてい

ることから、今後の海辺づくりについては、「憩い」や「美しい景観の保全」な

どが求められているといえます。

施設整備に対する市民評価 

・市政評価において、「港やウォーターフロントの整備」「水辺環境の整備」ともに常

に高い評価を得ています。 

・海辺の印象の変化では、以前より海辺に良い印象を持つ人が多く過半数を占めてい

ます。 

・その反面、現状で満足という回答は少なく、公園・休憩施設の他にカフェやトイレ

など長時間滞在するために必要な施設の整備が求められています。 

 

 

 

 

 

今後の水際線づくりに際して考慮すべき市民意見 

・海辺や港については「船が行き交う海峡都市」「海水浴や釣りが楽しめる」というイ

メージを持つ人が多くなっています。 

・また、「港湾部の工場群」や「人工的な海岸が多い」といった工業都市ならではのイ

メージを持つ人が多い反面、「自然の海岸・干潟」のイメージを持つ人は少ない状況

です。 

・市民がふさわしいと思う今後の海辺づくりのキーワードは「憩い」「美しい海辺や港」

「眺めを楽しむ」などです。 

・海辺や港でしたいことは、世代を問わず、現在の利用目的と同様に、休憩・散歩や

食事などです。 
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（２）市民アンケート結果の概要 

①市民による水際線の利用状況 

 

・海辺へ行く目的で最も回答が多かったのは「休憩・リラックス」であり、２位が「イ

ベントや食事」です。なお、３位の「散歩やウォーキング、ジョギング」目的の人々

が最も頻繁に海辺を訪れています。一方で、２位の「イベントや食事」を目的とする

人は、訪れる頻度について、その７割以上が「1 年から数年に１回」と答えています。 

・年齢別に見ると、「海水浴・水遊び」は 40 歳代以下が７割以上を占めているのが特徴

的です。一方、「休憩・リラックス」や「イベントや食事」目的においては、世代を

問わず利用されていることがわかります。 

・海辺へアクセスする交通手段は、どの目的の場合も自動車が最も多くなっています。 

・特に「海水浴」や「魚釣り」目的では約９割が自動車を利用しており、自動車の利用

が約４割にとどまっている「散歩やウォーキング、ジョギング」目的の場合でも、公

共交通の利用は約２割程度です。 

 
■目的別の海辺へ行く頻度（上位 5項目を抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■目的別の年齢構成（上位 5項目を抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■目的別の海辺へ行く交通手段（上位 5項目を抜粋） 
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3
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2

4
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3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

散歩やウォーキング・ジョギング

休憩・リラックス

イベントや食事を楽しむ

海水浴・水遊び

魚釣り

ほぼ毎日 週に1～2回 月に1～2回 年に1～2回 数年に1回 その他

n=1565

n=478

n=123

n=95

n=256

n=383

海辺へ行く目的別に見た訪れる頻度、年齢、交通手段 

グラフ中の「ｎ」は総回答数を示しており、 

複数回答の場合は設問ごとに総回答数が異なる。 

出典：Ｈ21 北九州市の海辺や港づくりに関するアンケート
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

 

 

 

・平成 12 年に実施したアンケート結果と比較すると、海辺へ行く頻度は「月に１から

２回以上」と回答した人の割合が増加していることがわかります。 

・交通手段では、自動車利用は約 7 割とあまり変動はありませんが、徒歩や二輪車の利

用割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「門司港レトロ地区」、「ひびき海の公園」については、観光地としての知名度や物販

施設の評判の高さなどから、広域利用が多くなっています。 

・それ以外の地区については、主に同一区内や近郊からの来訪が中心となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大学生の市外居住者は除き、市内

居住者についてのみ、集計した。 

8 4 9 1068

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5 20 7

2

66

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4 6 23 13 450

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6 5 19 9

2

59

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者の分布 

利用頻度の増加と交通手段の変化 

出典：Ｈ21 北九州市の海辺や港づくりに関するアンケート

〈交通手段〉 

〈頻度〉 
■平成 12 年のアンケート結果 ■平成 21 年のアンケート結果 

出典：Ｈ21 北九州市の海辺や港づくりに関する

アンケート 

出典：Ｈ12 市民に親しまれる水際線づくりに

ついてのアンケート 

年に１～３回 

週に２回以上 

１～２週に１回 

月に１回 

ほぼ毎日 

週に１～２回

月に１～２回 数年に１回 

その他 

自動車 

徒歩 

二輪車（自転車・バイク） ＪＲ、バス
無回答

自動車

徒歩 

自転車・バイク
鉄道（ＪＲ）

バス

船

２～３月に１回 無回答

年に１～２回 ｎ＝1,255

ｎ＝1,380

ｎ＝446

ｎ＝446
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②施設整備に対する市民評価 

 

 

・本市で毎年実施している「市政評価と市政要望」の調査結果より、市民意識の変化を

みると、全 36 項目中“良くなっている”と評価された順位において、「港やウォー  

ターフロントの整備」は３位から８位と常時上位に位置しています。また、「水辺環

境の整備」も５位から７位と安定した高い評価を得ています。 

・逆に、“もっと力を入れて欲しい”と評価された順位は、「港やウォーターフロントの

整備」は最も低く、「水辺環境の整備」も概ね 30 位以下となっています。このことか

ら、施策内容は評価されており、今後も同様の取り組みを求められているといえます。 

 

■市政評価の経年変化 

（全 36 項目中の順位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「あなたがよく行く海辺について、以前

と比べてどうなりましたか？」という質

問に対し、「良くなった」との回答が約

５割を占めており、「悪くなった」との

回答は５％にとどまっています。 

・良くなったという回答が多い海辺は、大

里海岸緑地や八幡東田緑地、若松南海岸

等、比較的最近整備された場所です。 

               

■以前と比べた海辺の印象 
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(順位)

港やウォーターフロントの整備 水辺環境の整備

1

「港やウォーターフロントの整備」の市民評価 

海辺の印象の変化 

「良くなっている」における順位 

「もっと力を入れて欲しい」における順位 

出典：「市政評価と市政要望」調査

出典：Ｈ21 北九州市の海辺や港づくりに関するアンケート
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

 

 

・海辺に欲しい施設については、「今のままで満足」とする人は少なく、何らかの施設

を望んでいることがわかります。 

・「公園・休憩施設」を希望する人が最も多く、これまで整備してきた緑地と同様に、

引き続き整備を望まれている意向が伺えます。 

・「レストラン・カフェ」「トイレ」など、海辺でゆっくり時間を過ごすために必要な施

設も望まれています。 

・注目すべきは、公園・休憩施設を除き、要望の多い施設はいずれも、大規模な投資と

時間が必要なものではなく、既存の施設等の改良で対応が可能なものが多いことです。 

・「海辺や港までの散歩道」「駐車場」など、海辺へのアクセスにかかわる施設整備を希

望する声も多くなっています。 

 

■あなたが海辺を訪れる時、どんな施設があったらいいなと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：Ｈ21 北九州市の海辺や港づくりに関するアンケート 

 

 

 

 

 

海辺に欲しい施設 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

公園・休憩施設（ベンチ・芝生など）
レストラン・カフェなど

駐車場
トイレ

海辺や港までの散歩道
眺望施設（海の景色を楽しむ場所）

親水施設（水遊び場・水に触れる場所）
魚釣り施設

大型の商業施設

文化施設（屋外ステージなど）
マリンレジャー（ヨット・サーフィン）施設

案内板・サイン
今のままで満足

防災施設（避難所など）
その他

１位

２位

３位

n=370
n=312

n=255
n=243

n=218
n=209

n=123
n=70
n=53

n=34
n=33

n=26

n=16

（件）

n=25

n=8
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③今後の水際線づくりに際して考慮すべき市民意見 

 

 

・本市の海辺や港のイメージは、「船の行き交い」を 1 位とした人が最も多く、海峡都

市のイメージが根付いていることが伺えます。また、海水浴や釣りなどのマリンレジ

ャーのイメージを持つ人も多くなっています。 

・「多くの工場が建ち並んでいる」という臨海部の工場群も、代表的なイメージのひと

つとなっています。 

・「自然の海岸・干潟が多く残っている」との回答は少なく、「人工的な海岸が多い」と

いう回答も多いことから、本市の海辺は人工的なイメージが強いことがわかります。 

■北九州市の海辺や港と聞いてイメージすることは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：Ｈ21 北九州市の海辺や港づくりに関するアンケート 

 

 

・今後の海辺づくりの目標のキーワードとして、「憩い・リラックス」、「自慢できる美

しい海辺や港」、「眺めを楽しむ」などがふさわしいとされています。 

 

■今後の海辺や港づくりの目標には、どんなキーワード(言葉)がふさわしいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海辺づくりの目標のキーワード 

本市の海辺や港に抱く代表的なイメージ 

出典：Ｈ21 北九州市の海辺や港づくりに関するアンケート

0 50 100 150 200 250 300

多くの工場が建ち並んでいる

たくさんの船が行き交っている

海水浴や釣りなどが楽しめる

フェリーや渡船などの船に乗れる

緑地や遊歩道で休憩や散歩などが楽しめる

新鮮な魚介類が食べられる

歴史的な建物が多く残っている

人工的な海岸が多い

ゴミ・廃棄物などがあって汚い

商業施設などでにぎわっている

一般の人が入れない場所

自然の海岸・干潟が多く残っている

津波や台風が来たとき危険

その他

１位

２位

３位

n=266

n=245

n=226

n=207

n=178

n=172

n=168
n=159

n=127

n=105

n=65

n=44

n=23
n=21

（件）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

憩い・リラックスできる

自慢できる美しい海辺や港

海辺や港の眺めを楽しめる

水辺とふれあい親しめる

海辺の動植物を守り・育てる

周辺の観光地と連携する

市民が自由に使える

にぎわいのある

いろんな所から来た人と出会える

海辺の近くに住む人たちが利用しやすい

水辺のネットワークで交流する

よく分からない

その他（思いついた言葉）

１位

２位

３位

n=422

n=314

n=311

n=246

n=165

n=140

n=132

n=84

n=52

n=43

n=20

n=16

n=18

（件）
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

 

 

・海辺や港でしたいことは、「休憩・散歩」や「食事」など、欲しい施設や訪れる目的

と同じ内容です。 

・年代別に見ても、「休憩・散歩」の割合は全世代で高くなっています。 

・一方、「食事・お茶」や「買い物」をしたい人は、若年齢層ではやや少なく、年齢が

高いほうが多くなる傾向にあります。 

 

■海辺や港でどんなことがしたいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年代別の「海辺や港でしたいこと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：Ｈ21 北九州市の海辺や港づくりに関するアンケート 
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海水浴や水遊びができる 釣りができる
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４．これからの水際線づくりにおける課題 

北九州市の水際線の現状と「海辺のマスタープラン 2010」で取り組んできたことの評価、

市民アンケートの結果を踏まえて、北九州市の水際線における問題点と今後に向けての課題

を整理しました。 

（１）水際線づくりの成果 

これまで進めてきた市民に親しまれる水際線づくりの成果として、市民利用を目的として

整備された水際線の延長が 17.3km にまで延び、海や港の利用者が増えたことが挙げられます。 

市政評価においても、「港やウォーターフロントの整備」「水辺環境の整備」が共に、近年

常に高い評価を得ているほか、水際線に関する市民アンケート調査結果においても、以前よ

り海辺に対する良い印象が高まっていることから、着実に成果が上がっているといえます。 

また、市民の意識向上を図る啓発活動に取り組んだ結果、水際線に係る市民活動団体等の

自主的な活動が活発化してきました。加えて、パブリック・インボルブメントの推進に取り

組み、地域住民の意見を取り入れて緑地の整備に反映したことで、地域主導による環境美化

活動も行われるようになるなど、地域住民が愛着を感じる緑地となりました。 

このように、本市の水際線は、以前に比べて海辺を頻繁に訪れる人の割合が増えるなど、

市民に身近な存在として定着してきています。 

（２）水際線づくりの問題点 

水際線づくりにおける問題点としては、まず、「海辺のマスタープラン 2010」の計画箇所

の整備が完了していないことが挙げられます。それに加え、整備が完了していても、知名度

の低さや施設情報・アクセス情報の不足により、十分利用されていない地区もあります。 

なお、水際線に関する市民アンケート調査結果では、駐車場やトイレといった比較的小さ

な投資でできるものや、レストランやカフェのような民間企業の参入が必要なものについて

も望まれています。 

また、本市を象徴する海峡や工場群などの豊かな景観資源や歴史的建造物は、観光活性化

等への活用が大いに期待されるところですが、これまでの視点では水際線のみの利用促進に

留まっており、そのポテンシャルを十分に活かしきれていません。 

その一方で、利用を想定していないところに一般利用者などが入り込むことにより、安全

面において問題が生じており、港湾・漁業活動の障害となる事例も出てきています。 

また、約 20km（島を除く）もの自然海岸を有しているにもかかわらず、市内の海辺に対し、

自然海岸のイメージを持つ人はごく少数にとどまっています。これは、工業都市という本市

の持つイメージに加え、これらの情報提供が不十分であることも一因と考えられます。 

近年、様々な要因により海域環境の変化が生じてきており、自然海岸をはじめとした海洋

資源は、藻場の造成など生物が生息する環境づくりなどに積極的に取り組まなければ、保全

することができない状況にあります。このため港湾施設の整備による環境への影響にも、よ

り一層の配慮が必要です。 
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●●●新・ 海辺のマスタープラン ●●● 

（３）計画策定に向けての課題 

今後に向けての課題を、「水際線づくりに必要なもの」という観点から、４つの視点に分け

て整理しました。 

 

①水際線整備の推進や既存施設の活用による利用空間の拡大 

 ■市民ニーズを的確に捉えた整備計画の見直し 

 ■産業機能と一般利用の住み分けのための利用のルールづくり 

 ■水際線利用の利便性向上のための交通環境づくり 

従来からの親水空間の整備だけでなく、市民ニーズを踏まえて既存施設の改良といっ

た視点を加えるなど、整備計画全般の見直しが必要です。また、産業機能と一般利用と

の住み分けや水際線の使い方に関する市民意識の啓発、施設を利用する上での安全対策

についても拡大が求められています。 

 

②市民ニーズに対応した多様な魅力の創造 

 ■海辺のポテンシャルを活かした戦略的なイベントの開催 

 ■海に興味を持ち、訪れるきっかけづくり 

水際線の利用率向上を目指し、地域特性を活かしたイベントの振興をはじめ、多様な

魅力の創造や、海や港に触れる機会の充実などを推進していく必要があります。特に、

後背地との連携や、景観や歴史的資源の保全などについては、積極的に取り組んでいく

必要があります。 

 

③海辺に係る情報発信の強化 

 ■広域的な集客のための情報発信 

 ■海辺における市民活動の連携や交流促進のための情報の共有化 

 ■海やみなとで安全に過ごすための情報の提供 

市民が海辺を身近なものと感じるようになってきた背景には、市民活動団体等の活発

な活動が挙げられます。このため、今後もその活動を様々な場面で支援していくことが

必要です。それに加え、海辺の総合的な情報を積極的に発信することで、広域的な集客

能力を高めていくことも必要となっています。 

 

④環境首都にふさわしい海辺づくり 

 ■生物多様性を維持するための海辺環境づくり 

 ■保全意識向上のための環境学習 

多くの生物が生息する海辺を守っていくためには、環境保全に対する意識の啓発が重

要なことから、自然とふれあい、環境について学ぶ機会を提供することが必要です。 




